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　1990年 開館 水戸芸術館。初

代館長 吉田秀和氏 迎 、新

芸術文化 創造 発信 共 、

市民 皆 芸術文化活動 拠点

基本理念

。 以来、音楽部門

、水戸室内管弦楽団（MCO）

専属楽団 企画、

聴 企画、

国際的 活躍 演奏家 招聘

企画、 地域 芸術文化 拠点

企画 実施 。

　開館 35年 経 、 間 吉

田秀和初代館長 小澤征爾第2代

館長 渡 、小

澤氏 昨年2月 逝去 。音

楽部門 、開館以来、企画運

営委員 務 畑中良輔氏（声

楽家・音楽評論家、元芸術総監督）、

間宮芳生氏（作曲家）、若杉弘氏（指

揮者）、小口達夫氏（専属楽団名誉顧

問） 鬼籍 入 。同委員

中 池辺晋一郎氏（作曲家）

現在 企画 携

。

　 偉大 先人 遺

受 継 、昨年11月

片山杜秀氏 新館長 就任 、水戸

芸術館 新 一歩 踏 出

。 門出 2025年

度 音楽部門 、 紹

介 。

「現代ピアノの巨匠たち」シリーズ
　「水戸 世界 第一線 活躍

演奏家 招 、薫 立 企画

実施 」 、 吉田秀和初代

館長 言 。 想 現

在 変 。2025年度 、現代

代表 大巨匠 出演

公演 集中的 取 上 。

「現代 巨匠 」

。同 「

編」「 編」 分 届

。

　「 編」 、水戸室内管弦

楽団 ２ 定期演奏会 該当

。第115回定期演奏会（5月16日・

17日） 、指揮者 広上淳一氏

迎 、 MCO 盟友

言 ・ 氏

登場 。 、第116回定期演

奏会（11月1日・2日） 、 ・

氏 MCO 初共演

実現 。 2公演 、

本誌 角増柊学芸員 詳 紹介

、 読

。

　 、「 編」 、内田

光子氏（10月25日） ・

氏（12月14日）

・ 届 。内田光

子氏 行 会場 回数

非常 限定 、 関

係者 希望 叶

。 状況 中、

吉田秀和初代館長 要望 応 、

小澤征爾前館長 絆 想

寄 、内田氏 継続的 水戸芸術

館 行

。一方 ・ 氏

、小澤征爾前館長 深 友情

結 、水戸芸術館

「 特

別 」 大切 想

。 演奏 理想 向 一

切 妥協 許 求道者、

氏 期待 。

3つの専属楽団
　2025年度 水戸室内管弦楽団

演奏会 、先程 紹介

通 、小澤征爾館長 逝去

1年 経 。 有難

、楽団員 方々 、

小澤 水戸室内管弦楽団 遺

音楽 情熱 魂

未来 繋 心

抱 、 想 原動

力 水戸室内管弦楽団 新 一歩

踏 出 。

　 庄司紗矢香氏、

磯村和英氏、 小菅優

氏 新 同盟 、昨

年12月 、 長 間待 望

初 東京公演 紀尾井

開催 。2025年度 水戸
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演奏会（9月18日） 勿論 、

活動範囲 広 館外公演

計画 。 、庄司紗矢香

氏 人

・ 氏 公演（26

年3月7日） 小菅優氏 独自 視点

・ 俯瞰 「 ・

」 最終回 “晩

年 迎 ” 公演（26年3月22日）

開催 。

　MCO 近年 NHK

交響楽団 務

川崎洋介氏、西野

氏、 柳瀬省太氏、

辻本玲氏 AT水

戸 、第3回演奏会（7月19日） 行

。今回 作品 好

評 同時代 作品

予定 。

水戸芸術館でしか聴けない
オリジナル企画
　開館 10数年間 、先

紹介 畑中良輔元総監督

企画運営委員 企画 担

、吉田秀和初代館長 体

制下 、 後 音楽部門 学芸員

任 当 。

2025年度 、 作品 中心

奥義 迫 「鈴木優人

 J.S. 音楽

」 第2回公演（9月27日）

開催 。今回

系譜 追 。 、

仏事 超 国 伝統芸能 域

昇華 声明 公演 行

。「聲明 会・千年 聲」 出演 、

伝統的 〈四箇法要〉 加 、東日本

大震災 津波 亡 親子 短

歌 宮内康乃氏作品

、震災15年目 節目 上演 。

　 好評 昼

楽

「 昼 」

、 AT水戸

、MCO 出演 重

辻本玲氏 登場 （26年2月6

日）。 、水戸芸術館

誰 深 知 室住素子氏 公演

（11月） MCO第2回 公演

参加 打楽器奏者 加藤訓子

氏 公演 開催 。

地域の活性化と
音楽文化の発展を願って
　一昨年7月 開館 水戸市民会

館 国道50号線 挟 隣接 水

戸京成百貨店、 水戸芸術館 3

施設 合 地区 「MitoriO

（ ）」 愛称 付 、中

心市街地 活性化 期待 寄

。当館 、 期待 応

、水戸市民会館 連携 事

業 展開 。2025年度

、「天使 歌声」 世界中 人々

愛 続 少年合

唱団 招聘 、水戸市民会館 公演

（6月11日） 開催 。

　 、地域 音楽文化 一層 発

展 目指 、茨城 演奏家 皆様

活動 支援 公演 、2025年度

継続 実施 。

合格 10組程度 演奏家 方々

出演 「茨城 名

手・名歌手 」 。2025年度 、弦

楽器、鍵盤楽器、邦楽器 対象

。茨城 演奏家 方々 、単

独 演奏会 開催

「茨城 演奏家 演奏

会企画」 。2025年度 次 7組

出演 。井上修氏（

）、冨永春菜氏（ ）、古橋明香

里氏（ ）、山田裕美氏（ ・

）、 （女声合唱）、

Coro La DIVA（女声合唱）、Nexus 

Brass Band（英国式金管 ）

　 、「水戸 街 響 ！300人

《第九》」（12月7日）、「 ・

・ 」（企画・

：池辺晋一郎氏）（12月20日）、「0

歳 ・ 」（出

演：浅井美紀氏）（8月11日）、「合唱

」、「 ・ 」

定例企画、小澤前館長 力

注 MCO関連 教育普及企画

「水戸室内管弦楽団 子

音楽会」、MCO

、 教育

「市民 講座」、「幼

児 見学会」 引

続 実施 。

　片山杜秀新館長 迎 、新時代

対応 唯一無二 文化施設 目

指 。皆様 来場

待 。

水戸芸術館音楽部門

芸術監督　中村 晃
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　2025年度 ATM

、世界的 活躍

豪華公演 集中的

「現代 巨匠

」 展開 。 、水戸室内

管弦楽団（以下、MCO） 定期演奏

会 本 「 編」

位置 、5月 ・

、11月 ・

、 音楽界 率 熟

達 二方 招聘 。

本稿 、 二方 紹介 、

結成35年目 迎 MCO 2025年

度 案内 。

2025年度 MCO 届

、「革新 伝統 」

。

革新的な面に出会える
第115回定期演奏会
　MCO 革新的 面 味

、第115回定期演奏会 。

円熟 域 達 指揮者 広上

淳一、 度重 MCO 共演

至芸 魅 続

迎 、MCO 初 演

奏曲 〈交響曲第2

番〉 〈 協奏曲第3

番〉 挑 。

　 小澤征爾前館長

親交 深 、MCO 2017年5月

開催 第99回定期演奏会 共演

重 。 高名

、当 前

見落 、南米

出身 。彼女 演

奏 「 華麗」「情熱

的 自由闊達」 評 、人々

心 惹 込 躍動感 満

、 南米特有

“ ” 潜

。 音楽

、

要素 融合 数々 名作 生

・ （19 21～

1991） 、 師匠

・ （1916～1983） 顔

浮 。 、 気質

熱気 情熱、 味 感

作風 特徴的 作曲家

、 彼 作品 録音

残 。日本人 自然 盆踊

乗 同 、

根底 躍動

感 脈々 流 。

　 、演奏曲 紹介 。

〈交響曲第2番〉 1845

～46年 作曲 。第２

番 付 出版

都合 、全4曲

交響曲 3番目 作曲

作品 。同 作曲家

指揮 ・

管弦楽団 初

演 。45年9月

宛 手紙 、自身

「 、 長

調 嵐 頭

鳴 続 」 述

風景 音 描

冒頭部 作品 、 喜怒

哀楽 表現 革新性 宿

。 〈 協奏曲第3

番〉 、 100年後 1945年 作曲

。白血病 闘病生活

送 作曲家 最後 仕上

作品、 “白鳥 歌” 。最後

17小節 書 起 作業

残 、彼 亡

、 後 弟子 ・

筆 引 継 完成

。従来 野性味

表現 影 潜 、生成 生

地 素朴 響 土

還 思 、

眼光 未 鋭 光 。

情熱的 演奏 、

最期 持 続 革

新性 引 出 。

　「室内管弦楽」 枠組 超 、

派・近代 名作 MCO

楽 。

伝統的な面を堪能できる
第116回定期演奏会
　MCO 伝統的 面 味

、第116回定期演奏会 外

。 音楽界 伝説

的 一人 ・

迎 、古典派

協奏曲 名作―

〈 協奏曲第20番〉

〈 協奏曲第４番〉

届 。

ピアノの巨匠たちと魅せる
　　　　革新と伝統のコントラスト 文：角増 柊

（※文中すべて敬称略）

広上淳一
©Greg Sailor ©R©Rik©Rik©Rik©R©R©RikRikk©Rikkkkk©Rik© kk©Rik©R k©©R©R kk©© kR k amarrararrrrrrrrr HHHHou Hu HoHHHHu HoHHHHHu HHHHoHHHHHoHHoHHHou Hou HHHHHHouuu Hu Houuuuu HHooHoou Houu oHH tttttataaaat

マルタ・アルゲリッチ
©Rikimaru Hotta

ルドルフ・ブッフビンダー
©Marco Borggreve



　 生 、1

歳 渡 。

後 5歳 国立音楽大学

入学 、8歳 履修、

9歳 最初 開

神童 、 後 活躍

枚挙 。本稿 執

筆時点 御年78歳 、

歴70年 迎 大巨匠

。 遺 32曲

・ 5曲 協奏曲 全

曲 幾度 発表 、

造形 深 知

。彼 音 、 恐

“解像度 高 ” 特徴 思

。「 音 在 意味」 完

全 解読・理解 、1音

最後 弾 切

丁寧 緻密 表現 印象的

。 驚 、 1音

身 詰 、音楽全

体 眺 表現 絶妙

描 出 。

“解像度 高 ” 目 当

気持 、小

寸分 狂 積 上

、崇高 精神 荘厳

魂 感 取 瞬間 。

、澄 空気 山 満天 星

空 仰 、普段 見 暗 小

星 輝 様子 、

天体、 宇宙全体 調和 読

取 畏敬 念 覚 瞬間

。彼 音 作品

親和性 高 。

　 MCO 演

奏 、 〈 協

奏曲第20番〉。短調 暗 響

激情 駆 抜 至

宝 傑作 、

本作

残 、 音楽 伝

統 中心 作品 捉 。

余談 、図 9

歳 、 、 最

初 開 同 年齢

、 曲 演奏 。

〈 協奏曲第4

番〉 、 対等

立場 手 取 合 穏

歩 進 逸品 。一聴

気 、従来

協奏曲 慣習 破

工夫 随所 散

。 、当時 協奏

曲 冒頭 、

華々 伴奏 始 、満 持

名人芸 披露 ……

定石 。 、 曲 冒

頭 ・ 穏 弱奏

。 、「奇抜

」 企 、

堅牢 伝統的 枠組 味

、 工

夫 機能 聴 。

　偉大 伝統 継承者

迎 、古典派 名作

、豊 経験 裏打 綿密

音楽 語 継 MCO 楽

。

水戸芸術館で交差する
ウィーンで学んだ日々
　 、

同 先生 習

。 ・ 。

彼 1905年 生 、

1938年 1981年 43年

国立音楽大学 教鞭

執 、

、 ・ （1944

～） ・ （1930～

2000） 巨匠 次々 輩出

。 ・

（1874～1951） ・

（1885～1935） 新 楽

派 作曲家 交流 持

活躍 、1982年 亡

、 生粋

人 。

　 彼 、

次 振 返 。「彼 、

言葉数 少 人 、弟子

体 接 。彼 弟子 肩

押 、弟子

合 気 。

彼 授業 方 。（中

略）私 皆、神様 、音楽 演

奏 、 弾 何

」（ 公式

HP内記事「回顧録」 ）

　巨匠 生演奏 臨場感

体感 、演奏者 息遣

感

客席 距離 近 、水戸芸術館

ATM ! 

「現代 巨匠 」

期待 。
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水戸室内管弦楽団
第115回・第116回定期演奏会
【第115回定期演奏会】
2025.5.16（金）18:30開場 19:00開演
5.17（土）14:30開場 15:00開演

全席指定 S席¥19,000、A席¥16,000、
 B席¥13,000

■公演情報

●出演
広上淳一（指揮）、マルタ・アルゲリッチ（ピアノ）

●曲目
シューマン：交響曲 第2番 ハ長調 作品61
バルトーク：ピアノ協奏曲 第3番 Sz.119

【第116回定期演奏会】
2025.11.1（土）14:30開場 15:00開演
11.2（日）14:30開場 15:00開演
全席指定 S席¥11,000、A席¥8,500、
 B席¥6,500
●出演
ルドルフ・ブッフビンダー（ピアノ）
●曲目
モーツァルト：ピアノ協奏曲第20番
　　　　　　ニ短調 K.466
ベートーヴェン：ピアノ協奏曲第4番
　　　　　　　ト長調 作品58　ほか

【第115回と第116回のセット券】
全席指定 S席セット券¥25,000
 A席セット券¥20,000
 ※取り扱いは水戸芸術館のみ

予定枚数終了

いずれも予定枚数終了
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INFORMATION

最近、再び頭を刈りたい欲に駆られている。昨年の今頃はいわゆる坊主頭だったのだが、あの爽快
感が忘れられない。私の髪を慈しむ妻の言葉を押し切って坊主頭にした結果、ほかならぬ実両親が
真っ先に私の悪事を疑ったのは、心外であった。私を育てたのはあなたたちだ。（角）

現代美術ギャラリーで開催中の近藤亜樹展で新作絵画《ザ・オーケストラ》を観た。幅9メートル
の大作。制作中の作家の年頭には小澤征爾さんの存在があったという。翼／手を広げてこちらを
見つめる画中の赤い鳥。その目にマエストロの眼差しを感じた。（篠）

本号がお手許に届く頃にはドジャースとカブスが日本にもう来ているでしょうか。私も抽選に申し
込みましたが、自分の前に順番待ちをしている人数がPC画面に表示されるのです。水戸市の人口
を軽く上回っていました。まあ、私はテレビ観戦します。（て）

幼児のためのオルガン見学会、市民のためのオルガン講座、今年も実施します! 市内の幼児たちが
オルガン演奏を真剣に聴いている姿は何年経っても感慨深いです。オルガン講座の1回体験は誰
でも気軽に応募できます（定員12組）。この機会にぜひ! （春）

大学を卒業してから1年。あっという間に桜の季節になった。スイスにいる友人は私をいつでも遊
びにおいでと誘ってくれている。多彩な特技をもつ友人たちとの話は世界の広さを教えてくれる。
私も誰かにとってそんな人になれるよう励んでいきたい。(只)

1年の月日が経つのは早く、瞬く間に新年度を迎えます。昨年初めて担当したパイプオルガン・プ
ロムナード・コンサート、新年度もこのコンサートとともにスタートします。より多くの皆様に、さ
らに水戸芸術館を身近に感じていただけますように。（根）　　　

20年以上も前の中学生のための音楽鑑賞会。ピアノの弦にボルトやゴムなどを挟んだプリペアド・ピ
アノを用意して、ケージの〈ソナタとインタリュード〉で幕開け。予期せぬ音への子どもたちの反応の
瑞々しさが忘れられない。演奏をしてくださったのは藤井一興さん。ご冥福をお祈り申し上げます。（中）

エントランスホール
◆パイプオルガン・プロムナード・コンサート
　（入場無料／事前予約不要）
□4.12（土）11:00～11:30／12:30～13:00 内田莉子 
□4.26（土）12:00～12:30／13:30～14:00 安達柚季
□5.4（日）12:00～12:45 大木麻理★ゴールデンウィークスペシャル
□5.24（土）12:00～12:30／13:30～14:00 土生木理紗

◆ゆうくんとマットさんの
　『おじいちゃんはロボットはかせ』
5.2（金）、5（月・祝）、6（火・振）各日10:00～
5.3（土・祝）、4（日・祝）各日10:00～／14:00～
推奨年齢：3歳以上
原作：つちやゆみ『おじいちゃんはロボットは

かせ』（文渓堂）

出演：ゆうくんとマットさん（小林祐介・大内真

智）、堀口理恵、木村隆之、菊地侑紀、ほしら 他
料金：おとな¥2,800／こども（小学生以下）
¥1,500

※お得な親子チケットもあります。詳しくは当館Webサイト（ACM劇場）をご確
認ください。

ACM劇場
演劇・美術のイチオシ企画 !

◆近藤亜樹：我が身をさいて、みた世界は
2.15（土）～5.6（火・振休）
［休館日］月曜日（祝日の場合は翌火曜日）

［開場時間］10:00～18:00（入場は17:30まで）
［入場料］ 一般¥900／各種減免あり。コンサートホールチケット（有料の
み）のご提示で、本展に限り団体料金¥700でご鑑賞いただけます。

《ともだちになるためにぼくらはここにいるんだよ》2022年　森美術館蔵 ©The artist.

現代美術ギャラリー

◆水戸室内管弦楽団 第115回定期演奏会
 5.16（金）19:00、17（土）15:00
  料金［全席指定］S席¥19,000／A席¥16,000／B席¥13,000
 （第116回とのセット券：S席¥25,000／A席¥20,000）

コンサートホールATM

4・5月の主な音楽イベント

※以下は2月20日現在の情報です。公演等に関する最新情報は当館ウェブサイトにてご確認ください。

Lucky FM 茨城放送
「水戸芸術館 presents みんなのクラシック」
毎週日曜 7:30～8:00
パーソナリティ：石井哲也アナウンサー
出演：音楽部門学芸員（月替わり）

学芸員がおすすめの曲をご紹介して、クラシックの魅力
をお届けする番組です。

▼Lucky FM ウェブサイト
https://lucky-ibaraki.com/
▼radiko（ラジコ）でもお聴
きいただけます
https://radiko.jp/

チケット・インフォメーション
《4.26（土）発売予定》
■カルテット AT 水戸 第3回演奏会
 7.19（土）14:00

《5.31（土）発売予定》
■0歳からのわくわくオルガン・コンサート  にぎやか★オルガン
 8.11（月・祝）11:00

好評
放送中!

【開催日】 6.28（土） 鍵盤楽器・弦楽器・邦楽器部門（以上ソロ）、邦楽器アンサンブル部門
【申込期間】 5.13（火）～27（火）必着 ※受験資格や応募方法などは当館Webサイトをご確認ください。

茨城の名手・名歌手たち 第33回 出演者オーディション
11.9（日）に開催予定の演奏会に向けて出演者オーディションを行います。

【対象】 茨城県にゆかりのある演奏家や県内を中心に活動している演奏団体
【申込期間】 5.7（水）～6.6（金）必着 ※受験資格や応募方法などは当館Webサイトをご確認ください。

茨城の演奏家による演奏会企画
2026年度に開催する演奏会企画を募集いたします。

◎一回体験：どなたでも気軽に、1時間オルガンを体験できるコース（定員12組）。
◎実技レッスン（初級）：9月から半年間、12回のレッスンで基礎的奏法を学ぶコース
　（定員4人）。
◎実技レッスン（中級）：初級を修了した方が、さらにオルガンを学ぶコース（定員：若干名）
◎実技レッスン（上級）：原則、中級を3回修了した方が、さらに上を目指しより高度な曲　
に挑戦するコース（定員：若干名）
【申込期間】4.1（火）～4.30（水）必着 ※レッスンの日程や応募方法は当館Webサイトをご確認ください。

市民のためのオルガン講座 2025年度受講生募集

いずれも予定枚数終了

予定枚数終了


